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英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ・論理・表現Ⅰ

大問Iを長文、大問IIを会話文とすることで幅広く英語でコミュニ
ケーションをとるための基礎能力があるかどうかを判断したいと
考えた。また大問IIでは、英文を作成するための基礎的な文法力が
備わっているかどうかを判断するため単語を並べ替えて会話文を
作成する問題を設定した。さらに、現在の語彙力を活かしたうえ
で未知の単語やそれらを含んだ英文の意味を文脈から判断する能
力を測るための問題を多く取り入れた。

①大学（薬･香薬以外）

Ⅰ期B日程



1徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英

英語コミュニケーションⅠ・論理・表現Ⅰ



2徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



2 3徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



4徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



4 5徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



6徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



6 7徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英

 （The Japan Times alpha, May 9, 2025）



8徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



8 9徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英



1徳島文理大学　2026　ⅠＢ　理・人・保・総・文　英

英語コミュニケーションⅠ・論理・表現Ⅰ	 Ⅰ期Ｂ日程

Ⅰ
1　　ア

2　　イ

3　　way to achieve this is

4 　　ア

5　　ウ

6　　ⅲ

7　　ウ

8　　ウ

9　　quieter

10　　ウ

11　　イ

12　　🄐　目的地 🄑　切れて 🄒　range anxiety

13　　イ

14　　もし政府が今行動を起こすならば，これらの問題の多くは解消され得る

15　　国名：ノルウェー　　行われたこと：電気自動車がバス専用レーンを走れるようにした
国名：ドイツ　　　　行われたこと：電気自動車を購入する際の奨励金（動機となるものでも減点しない）を 2倍にした

16　　イ

17　　イ

18　　ア

19　　ウ

20　　⒜　ア ⒝　ア ⒞　ウ ⒟　エ ⒠　ウ

Ⅱ
1　　fallen

2 　　イ

3　　ウ

4　　ア

5　　ウ

6　　easier

7 　　One [ of the most popular in the 19th century ]

8 　　ウ

9　　People

10　　イ

11　　ウ

12　　イ

13　　ア


